
２ 河川の河道掘削及び伐木の推進 ★
○ 河川の河道掘削及び伐木を速やかに実施します。

【ハード対策】
１ 改良復旧事業及び災害復旧事業の推進 ★
○ 令和元年東日本台風による被災箇所の速やかな復旧と改良復旧事業を
速やかに実施します。

３ 河川改修及び堤防強化の推進 ★
〇 河川改修及び堤防強化を速やかに実施します。

【ソフト対策】
５ 危機管理型水位計の設置拡大 ★
○ 危機管理型水位計の新規設置を進めます。

６ 河川監視カメラの設置拡大 ★
○ 河川監視カメラの新規設置を進めます。
７ 洪水浸水想定区域の公表の前倒し・拡大 ★
○ 水位周知河川及び洪水予報河川について、想定最大規模の降雨
による洪水浸水想定区域の公表の前倒しと拡大を図ります。

８ 福島県河川流域総合情報システムのサーバー強化 ★
○ アクセス集中時にも遅延無く表示ができるよう、システムを見直します。

９ ダムにおける事前放流等に向けた体制構築 ★
○ ダムにおいて事前放流等が実施できるよう、体制の構築を図ります。
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・情報伝達方針見直し

・住民の防災意識改革

・住民への情報提供

・ハザードマップ見直し

・排水ポンプ車早期配備

・広域避難検討

・台風想定の避難訓練

・水防資機材の確保

連
携

関係機関で検討が
必要な項目 ★

福島県緊急水災害対策プロジェクト

国
・
市
町
村

情
報
共
有

水災害対策協議会
で抽出された課題

（★）

令和元年東日本台風等による災害を踏まえ、頻発化・激甚化する水災害
への対応として、総合的な防災・減災対策の強化を目的に、令和６年度
までに県が集中的に推進する取組

４ 土砂災害対策の推進
〇 砂防・地すべり・急傾斜事業を速やかに実施します。

１０土砂災害警戒区域等の指定の推進
○ 住民の早期避難行動に繋がるよう、区域指定を推進します。

予算規模：令和５年度当初 約３８５億円

８－２ 福島県土砂災害情報システムの改良 ★
○ 土砂災害に関する情報をよりわかりやすく提供するため、システムを
改良します。



事業箇所：3河川
事業期間：５年（助成）[予定]
計画概要：令和元年東日本台風により甚大な被害を受けた、

いわき市の夏井川などにおいて、災害復旧とあわ
せて河川改良を行い、再度災害防止を図ります。

出典：国土交通省ＨＰより

被災箇所のみ
を復旧

改良復旧事業

１ 改良復旧事業及び災害復旧事業の推進

※助成事業に加えて、現地の被災状況等を踏まえた堤防の強化や
橋梁の架け替え工事等を実施します。

施工前 施工中

伐木・掘削 伐木・掘削

東日本台風による被害状況

夏井川

夏井川（いわき市）

事業名 河川名 箇所 延長(m)
全体事業費

（百万円）

R4当初予算

（百万円）

R5当初予算

（百万円）

夏井川・好間川 いわき市 21,500 30,461

宇多川 相馬市 5,355 6,137

（単位：百万円）

8,905 9,675災害復旧助成事業



２ 河川の河道掘削及び伐木の推進

〇河道断面を拡大する「河道掘削」と流木被害解消を目的とした「伐木」を推進
〇その後の維持管理費用の圧縮にも寄与

実施後実施前

大谷川（三島町）

黒石川（郡山市）

伐木

移川（田村市）

河道掘削

箇所数 事業費（億円） 箇所数 事業費（億円）

227 87 185 86

令和４年度当初 令和５年度当初



３－１ 河川改修の推進

①令和元年東日本台風の被害を受け、緊急的に一定箇所の河川改修を実施。

③これまで継続的に実施してきた河川改修事業のさらなる整備促進を図る。

②令和元年東日本台風の被害を受け、一定区間の河川改修を新規に実施する。

只見川（金山町外）

小泉川（相馬市）

濁川（福島市）

通常事業については、
継続的に実施

概ね５年程度で実施予定

（単位：億円）

（単位：億円）

河川名 延長(ｍ)
全体
事業費

R4当初
事業費

R5当初
事業費

小泉川（相馬市） 3,350

135
〈見込み〉

21 20

塩野川（伊達市） 440

佐久間川（桑折町） 250

滝川（国見町・伊達市） 1,140

濁川（福島市） 1,310

谷田川（郡山市） 4,620

山舟生川（伊達市） 300

河川名
R4当初
事業費

R5当初
事業費

只見川
（柳津町外）

東根川
（伊達市）

伝樋川
（伊達市）

桜川
（郡山市）

93 92
夏井川

（いわき市）
中田川

（いわき市）
逢瀬川

（郡山市）
外73河川

藤田川（郡山市）滝川（国見町）



３－２ 堤防強化の推進

〇河川堤防天端を被覆（舗装）により補強
〇除草必要面積の低減と利用者（歩行者や自転車）の利便性向上に寄与

天端被覆（舗装）

防草シート

黒石川（郡山市） 黒石川（郡山市）

実施後実施前

箇所数 事業費（億円） 箇所数 事業費（億円）

105 69 120 66

令和４年度当初 令和５年度当初



４ 土砂災害対策の推進

②土砂災害から生命・財産を守るため、土砂災害対策を推進します。

①令和元年東日本台風の被害を受けた箇所において、災害関連事業を実施し、地域の
安全が図られました。

崩落延長L=40.0m

下名目津３号（二本松市）整備前 下名目津３号（二本松市）整備後

通常事業については、
継続的に実施

川俣小学校

七曲の沢（川俣町）

緊急砂防等災害関連事業 県事業 Ｎ＝2箇所

土石流防止のため、砂防えん堤を
整備します。

久保上沢（田村市）

令和元年東日本台風による流木被害

土砂と共に流木を捕捉する
透過型砂防堰堤を推進します。

全体箇所数
事業費（億円）

令和4年度 令和5年度

172 29 20



※設置予定数は変更とする可能性があります。

５ 危機管理型水位計の設置拡大

人家や重要施設（市役所や役場、病院、学校、高齢者施設など）の浸水の危険
性が高く、的確な避難判断のための水位観測が必要な箇所を抽出し、洪水時の水
位観測に特化した危機管理型水位計を設置する。

取組

HP：川の水位情報
＜（一財）河川情報センター＞



６ 簡易型河川監視カメラの設置拡大

氾濫の危険性が高く、人家や重要施設のある箇所に「河川監視カメラ」を設置し、河川状況を確認する
ことで、従来の水位情報に加え、リアリティーのある洪水状況を画像として住民に提供し、適切な避難判
断を促す。

取組

南防波堤

HP：川の水位情報
＜（一財）河川情報センター＞

※設置予定数は変更とする可能性があります。



・水位周知河川の指定拡充
平成２９年度時点から水位周知河川を３４河川追加指定する。（２９河川→６３河川）

・洪水浸水想定区域図の公表
水防法に基づく水位周知河川等の河川について、洪水浸水想定区域図を作成し公表する。

７ 洪水浸水想定区域の公表等

令和３年７月に水防法が改正され、水害リスク

情報の空白地帯の解消のため、水位周知河川等以

外にも周辺に防護対象となる住宅等が存する河川

についても浸水想定区域図の作成対象となった。

今後、対象を４４０河川まで拡大し、計画的に

作成を進めていく予定。

○水位周知河川の拡充（予定） （単位：河川数）

Ｒ元年度迄 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

年度毎 3 5 13 10 3

累計 3 8 21 28 31

○洪水想定区域図の公表（予定） （単位：河川数）

Ｒ元年度迄 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

年度毎 19 11 20 10 3

累計 19 30 50 60 63



８ 福島県河川流域総合情報システムのサーバー強化

➀アクセス集中時にも遅滞無く表示ができるよう、アクセス集中対策をしました。

台風１９号の際
アクセスが集中し
て障害が発生

障害発生を踏まえて

福島県河川流域総合情報システム
http://kaseninf.pref.fukushima.jp/web_pub/riverMap_1.html

・令和２年１１月に河川情報と土砂災害情報の分割、
地図の簡易化（河川情報のみ）により「データ量
の削減」が完了
・令和３年７月に「公開サーバの増設」が完了

➁より分かりやすく、安定な情報提供ができるよう、システム更新を実施します。

近年頻発する水害
に備え、より分かり
やすく、利用しやす
い河川情報システ
ムが必要となってい
る。

・令和４年度にシステムの更新を行い、HPのリニューアル
（※１）、さらなるアクセス集中対策（※２）を実施する。
・令和５年度以降、さらなるリニューアルを図る。（※３）

※１：HPのリニューアル内容（Ｒ５．２．２４運用開始）
➀洪水警報・水防警報・気象情報の発表状況がトップページに表示。
➁基準雨量・水位に到達した場合、各雨量、水位の段階ごとに色分け
される。
③川の防災情報・只見川流域システムのリンクをトップページに表示。

※２：令和元年東日本台風時は約1.2万件程度のアクセスが集中し、遅延が
発生→リニューアル後は約2倍の「約2.4万件アクセス」まで対応できるよう整
備した。（Ｒ５．２．２４運用開始）

※３：更新間隔を10分毎から1分毎とする。

近年頻発する災害
を踏まえて



８－２ 土砂災害情報システムの改良

土砂災害に関する情報をよりわかりやすく提供し、住民の早期避難及び市町村の適
時的確な避難指示の発令を支援します。(R5.2.26運用開始)

福島県土砂災害情報システム
https://d-keikai.pref.fukushima.lg.jp

令和元年東日本台風時にアクセスが集中（約12千/ｈ）
閲覧の遅延が発生

河川流域総合情報システムから土砂災害情報システムを独立
したシステムにし、集中アクセスの対策強化

機能強化

①「土砂災害の危険度」を市町村を細分化した地区毎に地
図データ上に表示

⇒一つの市町村の中で、どの地区の危険度が
高まっているのか一目で確認

②「土砂災害警戒区域等」と「土砂災害の危険度」を地図
データ上で重ねて表示

⇒土砂災害の危険度が高まった際どの区域が
危険なのかを一目で確認

③閲覧ページの多言語化
⇒英語、中国語外４カ国語に対応

システム改良

さらに・・・ 石川町
21地区

平田村

古殿町
白河市

浅川町

矢吹町

中島村

【現行】市町村ごとに土砂災害
の危険度を表示
→市町村内のどの地区が
危険か判断が困難

大字単位等の、562地
区に細分化
避難すべき地区を効果
的に情報提供

②土砂災害警戒区域等を地図データに表示

土砂災害警戒区域等
をＧＩＳで表示

土砂災害危険度と
重ねて確認可能

③多言語化に対応
住民や市町村の迅速な避難判断を支援

①「土砂災害の危険度」を市町村を細分化



９ ダムにおける事前放流等に向けた体制構築

※洪水調節とは…
大雨によりダムへの流入量が増加した場合、
ダムに流れ込んできた水の一部を溜めこみ、
ダム下流に流れる水量を低減させることです。

洪水調節容量
（ダムに貯められる量）

利水容量（水道用水等）

通常水位

■事前放流のイメージ

ダムの水位を下げる

ダムに貯められる
水の量を増やします

通常時 事前放流実施時

事前放流とは、台風や前線の影響により大雨が予測される場合、ダムの利水容量の一部を放
流することでダムの水位を下げ、水害を防止するための洪水調節(※)容量（ダムに貯められる水
の量）を増やす取組です。

一級水系と二級水系のダムにおいて、利水者と治水協定を締結し、事前放流の運用を開始し
ました。また、洪水調節機能向上の取組みの継続・推進を図り、事前放流の取組みをより効果
的に実施するため、県土木部が管理する全てのダム（10ダム）でダム洪水調節機能協議会を設
置しました。

■治水協定締結の経過（県土木部管理ダム）
○一級水系
・令和2年5月29日 堀川ダム（阿武隈川水系）

東山ダム、日中ダム、田島ダム（阿賀野川水系）

【参考】県土木部管理以外のダム
・ 阿武隈川水系 ： 摺上川ダム（国土交通省）など全12ダム
・ 阿賀野川水系 ： 大川ダム（国土交通省）など全24ダム

○二級水系
・令和2年5月26日 高柴ダム、四時ダム（鮫川水系）
・令和2年8月31日 真野ダム（真野川水系）、

こまちダム、小玉ダム（夏井川水系）
・令和3年3月 1日 木戸ダム（木戸川水系）

【参考】県土木部管理以外のダム
・ 宇多川水系 ： 松ヶ房ダム
・ 新田川水系 ： 高の倉ダム、風兼ダム
・ 太田川水系 ： 横川ダム、鉄山ダム ・ 木戸川水系 ： 谷室沢ダム

■ダム洪水調節機能協議会設置状況
○一級水系
・令和3年 9月28日 東山ダム、日中ダム、田島ダム（阿賀野川水系）
・令和3年 9月30日 堀川ダム（阿武隈川水系）

○二級水系
・令和3年10月27日 こまちダム、小玉ダム（夏井川水系）、

真野ダム（真野川水系）、
木戸ダム（木戸川水系）、
高柴ダム、四時ダム（鮫川水系）



１０ 土砂災害警戒区域等の指定の推進

急傾斜地の崩壊
※傾斜度が30°以上である
土地が崩壊する自然現象

地すべり
※土地の一部が地下水等に起因
して滑る事前現象又はこれに
伴って移動する自然現象

住民の早期避難行動に繋がるよう、区域指定を推進します。

土石流
※山腹が崩壊して生じた土石等又は
渓流の土石等が水と一体となって
流下する自然現象

土砂災害防止法に基づき、県が基礎調査を行い、土砂災害警戒区域等を指定します。

【土砂災害警戒区域等の模式図】

説明会の状況

土砂災害警戒区域等の指定
にあたっては、地域の方等を
対象に説明会を実施しています。

基礎調査実施済
（令和元年9月公表時）

7,983箇所

土砂災害警戒区域等指定済
（令和5年3月末現在）

7,936箇所

※基礎調査結果は、全箇所完了し公表済



「福島県緊急水災害対策プロジェクト」進捗状況 (1/2)

令和４年度下半期（Ｒ5．3末時点）



「福島県緊急水災害対策プロジェクト」進捗状況 (２/2)

令和４年度下半期（Ｒ5．3末時点）

調査 用地 工事 調査 用地 工事

改良復旧事業(助成） Ｒ５ ３河川 3 3 3 16.2% 0 0.0% 3 3 3 40.2% 0 0.9% ※１

改良復旧事業（関連）Ｒ３ ５河川 5 5 3 17.1% 0 0.0% 5 5 4 22.1% 0 0.0% ※１

災害復旧事業 Ｒ３ 1411箇所 ー ー 1079 76.4% 32 2.2% ー ー 1177 83.4% 183 12.9% ※３

河道掘削 R2～R6 231箇所（R2) ー ー 176 76.1% 18 7.7% ー ー 221 95.6% 49 21.2% ※３

緊急的改修 Ｒ２ 78河川 ー ー 67 85.8% 0 0.0% ー ー 75 96.1% 0 0.0% ※３

一定区間改修 Ｒ６ 7河川 7 7 1 8.0% 0 0.0% 7 7 2 11.6% 0 0.0% ※２

堤防強化 R2～R6 97箇所（R2) ー ー 37 38.1% 7 7.2% ー ー 86 88.6% 10 10.3% ※３

災害関連事業 Ｒ２ 2箇所 2 ー 0 15.3% 0 0.0% 2 ー 1 75.5% 0 30.7% ※２

土砂災害対策事業 Ｒ６ 172箇所 ー ー 59 34.3% 1 0.5% ー ー 72 41.8% 6 3.4% ※３

【着手率、完了率の考え方】

　　※１　着手率=契約額／全体事業費　　　　　完了率=完成延長／全体計画延長

　　※２　着手率=契約額／全体事業費　　　　　完了率=完成額／全体事業費

　　※３　着手率=着手済箇所数／全体箇所数　　完了率=完了箇所数／全体箇所数

　　※４　完了率=完了箇所数／全体箇所数

※R2.12末現在

着　　　手 完　　　了

件数
着手率 件数 完了率

※R2.9末現在

完成
目標年

全体数

着　　　手 完　　　了

着手率 件数
件数

①改良復旧事業及び災害復旧事業の推進

②河川の河道掘削及び伐木の推進

事　業　名

③河川改修及び堤防強化の推進

④土砂災害対策の推進

完了率


